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ヤゴはトンボのよう虫です。小さな水生生物をつかまえて食べることから、
水中のライオンとも呼ばれます。ため池や水田だけでなく、ときには学校のプ
ールでも見かけます。ヤゴは、よう虫なのに翅がある！「びよ～ん」とつき出る
下くちびるもある！ ヤゴの体のつくりには、不思議がいっぱいつまっています。

水生植物が多いため池には、ヤンマの仲間、シオカラトンボの仲間、イトト
ンボの仲間など、たくさんのヤゴがすんでいます。そしてヤゴの体のつくりは、
細長かったり、平たかったりと、仲間ごとに大きな違いがあります。同じ池で
くらし、同じ日時に採集されたヤゴなのに、なぜ体のつくりに大きな違いがあ
るのでしょう？
できるだけたくさんのヤゴをつかまえ、体のつくりの違いを見つけ、その理

由を考えてみよう。

ヤゴの体の各部分の名前を、□の中に書こう。
水中での体の動きや、移動のしかたを観察して、記録しよう。

仲間によって体の形が違う理由を考えよう。

同じ池でくらしているのに…
どうして かたちがこんなに違うの？

●ヤンマの仲間：

●シオカラトンボの仲間：

●イトトンボの仲間：
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●観察日時：

●観察場所：

●天　気：

●気　温：
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同じため池の中でも、泥の上や水生植物の根や茎の間、落ち葉の隙間など、

種類ごとにすむ場所が違っている。そこで、それぞれの場所で動きやすく、

くらしやすいような形になっていると思われる。

素早く動くときは、足を体にそわせて、腹の先端から水を

噴射して進む。歩くように足を使って、ゆっくりと動くときもある。

素早く動くときは、足を広げたまま、腹の先端か

ら水を噴射して進む。泳ぐように足を使って、ゆっくりと動くときもある。

素早く動くときは、体をヘビのようにくねらせなが

ら、腹の先端にある3枚のひれのようなものを尾びれのようにふって進む。

歩くように足を使って、ゆっくりと動くときもある。
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